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特集:地域発生予察による病害虫防除(4 )

微気象観測装置による葉いもち地域発生予察

は じ め に

病害虫の発生予察は，病害虫の発生の状況を調査・解

析し， これを基にその後の病害虫の発生と被害の発生程

度を予測し， 防除要否及び防除対策を判断して， その結

果を迅速に農家へ伝達し， 被害を未然に防ぐことが最大

の目的である。 しかし， この発生予察はどのような規模

の単位で実施するかで調査量や調査方法， 解析の仕方，

被害発生の予測， 防除要否及び防除対策の判断が異なっ

てくる。 発生予察を利用している現場から求められるの

は， それぞれが属する地域での予察であり， 防除対策で

ある。

秋田県においては従来から， より多くの調査量や細か

い調査手法で地域的状況を予察情報に反映させるよう努

力してきた。 しかし， 労力の面からある一定のレベル以

上の調査活動は実施できず， 全県的な予察精度は高いも

のの， 地域単位で見た予察精度は低い場合も多かった。

平成 5年度から「発生予察地域活用技術確立事業」に取

り組んでいるが， この事業の中では従来の発生予察技術

を地域単位に利用するための「地域発生予測改良・実

証Jが行われており， 秋田県においては葉いもちに特に

力を入れている。 この事業によって， 全県一律的な葉い
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もちの発生予察を地域単位に実施することと， 予察精度

の向上を目標として事業を推進している。 ここでは， 秋

田県が実施しようとする葉いもちの地域発生予察と， そ

れを支える微気象観測装置を紹介したい。

I 葉いもち発生予察手法

秋田県におりる葉いもちの予察手法は， 全般発生開始

期 (小林， 1984) を正確にとらえ， その後の病斑急増期

を予測し， 発生世代という概念を用いて， その世代に応

じた防除対策を講じていることに特徴がある。 葉いもち

は表-1 に示すように，全般発生開始期に出現した病斑を

第一世代とし， その病斑を基にして第二世代の感染・発

病が起こり病斑密度が急増する。 その後， 第三世代の感

染は第一~第二世代の病斑を基にして起こるため第三世

代の発病末期には多発生の兆候を示し， 第四世代の病斑

が発病すれば多発生は免れない。 そのため， 第三世代の

病斑を出現させないような方法で防除を実施することが

重要となる。 発生予察では， このような葉いもちの発生

生態を常に把握しておくことが重要である。 つまり， い

もち病の感染の有無を毎 日判断することによって， 感染

があればその 7�10 日後には病斑密度が急増し， 発生の

広がりも大きくなると予測するのである。 さらに， その

表-1 各伝染世代 期ご と に急増期が 現れ る と き の葉い も ち 進展の モ デル (催病性品種ナ ツ ミ ノ リ ， 小林， 1986 作表)

発 病 世 代 全般発生開始 期 第二世代末 期1)

10 a に病斑が 左 病斑 を 中心 に径
30�200個 散在 0 . 5�1 m の坪 を

概 況
形成

水田 に踏込み 100 水田 に踏込む と 病
m 以 上 の 調 査 を 斑検出が容易であ

要す る る

25株上の病斑数2) 1個 50�100個

発病株率 。% 1�5% 
向上 25株3)

の周囲 発病株 の株 当
0個 1個

た り 病斑数

1)・ 全般発生開始 期の病斑 を 第一世代 と す る
2) :全般発生開始 期の病斑 を も っ株 を 含む 周囲25株 ( 正方植)
3)・ 全般発生開始 期の病斑密度が 10 a 70個 の場合

第三世代末 期 第四世代末 期

坪 融 合 一見 し て 多発状態

畦畔か ら容易 に 発

生 を確認で き る

500�数千個 5.000�数万個

80�100% 100% 

5�1O個 50�数百個
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図-1 1993 年おける 葉い も ち 発生予察の活動概要

発病が何世代の発病であるか， 現在までの防除がどのよ

うに実施されているかを考慮して， 防除対策の必要性を

判断し， 発生予察情報で防除対策の方法等を指導する。

この予察手法の例として， 図ー1 に1993 年の例を示し

た。 この年に実施した予察活動は，以下のとおりである。

① 6月22日に感染好適日が出現したことから， 6月

29日には全般発生が開始すると予測した。6月29�

30日の調査では，地域的に偏った形で全般発生が認

められたので， 7月1日に注意報を発表した。

② 7月10日ごろには再度，感染好適日が出現し，7月

17日以降には全県的に全般発生状態になると予測

されたため， 7月15日に 2回目の注意報を発表し

た。7月20�23日の調査では全県的な発病を確認し

た。 また， 規模はきわめて小さいが， 二世代を経過

した坪状の発生も認められた。

③ 7月17�19日の感染好適日の出現を受けて実施

した 7月28�30日の調査では，平年並みまで発生量

が 増加していた。 さらに， 7月26日にも感染好適日

が出現していることから， 8 月1 半句には病斑密度

が急増すると予測し， 8 月2日に3回目の注意報を

発表して厳重な防除を呼 びかけた。

④ 8 月18�19日における上位葉の発病が多いこ

と，8 月17�20 日には感染好適日が出現しているこ

とやイネの抵抗力が弱く， 出穏期が遅れ穏ぞろい期

も長期化していることから，8 月20日の警報発令と

なった。

この例のように， 感染好適日の出現状況が情報の発行

に深く 結びつき， 調査活動も感染好適日に応じた形で実

施されている。

H 微気象観測装置の導入と地域適合性

前述の予察手法のためには， いもち病の感染の有無を

正確に把握しなければならない。 秋田県では従来より微

気象観測装置を秋田市に導入して圃場における微気象を

図ー 2 秋田県微気象観測装置 設置 地点、

A�H は深谷 に よ る 地帯区分

1�8 は設置 地点 と郡 の境界 ( 1 は 1995 年設置 予定)

観測し， 予測基準 (小林， 1984) にしたがって感染の有

無を判断してきていた。 しかし， 秋田市における感染の

有無はその周辺地域での適合性は高いが， 地域が異なる

と適合しない場合がある。 これまでは各地域において感

染の有無を発病調査で確認して葉いもちの発生予察を実

施していたが， それでは発病してからの対策しかでき

ず， 本来の地域発生予察は実現できない。 地域別の発生

予察を実施するためには， 地域別の感染の有無を早期に

しかも正確に把握することが必要である。 そのため， 越

水によるBLASTAMを利用して地域的な感染の状況

を把握しようと試みたが， 全般発生開始期の感染を適切

にとらえることができず， 感染好適日の適中率も微気象

観測による判定に比べ低かった (松橋， 未発表 )。

そこで， 微気象観測装置を各地域に導入し， それによ

って地域別の感染状況を把握して， 葉いもちの地域発生

予察を実現しようとした。 その核となる微気象観測装置

の概要及び現在までの適合性は， 以下のとおりである。

1 観測装置の設置地点、

秋田県における全般発生開始期の地域区分は大きく 8

地域に区分されるという(深谷，1991 )。 微気象観測装置

をその区分で設置し， その規模で予察を実施するのが適
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切であると考えられたが， 発生予察を利用する側から見

ると具合が悪く， 一定の行政区分を考慮する必要があっ

た。最終的には郡単位に予察を実施するために図-2 に示

す地点に微気象観測装置を設置することとした。

2 観測装置の構成と特徴

各地点に設置している微気象観測装置は， 気温， 湿

度， 微風速， 日照， 降水， 結露の各センサーとデータ収

集装置そして観測データを蓄積しておくモデム電話 (コ

ンピュータ内蔵 )から構成されている。データは10分単

位で観測され， 事務所からいつでも各地点のデータを入

手することが可能である。 この観測装置の中で結露を観

測するセンサーは秋田県独特のもので， 電気抵抗を利用

している。 全国的に広く用いられている結露計 (橋本，

1976) とは観測原理が異なり， 頑丈で取り扱い及び設置

が容易である。 秋田県ではこのセンサーの開発にも力を

入れ， 小林の自作センサー (小林， 1968 ) と特性が一致

するよう特に注意した。 これによって， 小林の予測基準

をそのまま使用することができた。

3 地域別の感染好適日の検出精度と適合性

地域別に微気象観測装置を設置し， そのデータを使用

して得られた感染好適 日と， 実際の圃場における状況を

検討した結果は表ー2 のようであった。 なお， 実際の感染

の有無は， 各微気象観測地点の圃場におげる人工接種株

上の病斑数の推移を調査し， 急増期を把握して， その 日

から積算気温で潜伏期聞を逆算して感染 日を特定してい

る。 これによると， 総合的には平均で約90 %の適合率が

認められ， 実用性が高いものと判断された。 しかし， 複

数地点における判定は単年度のデータしかなく， 今後も

十分な検討を要する。 そのため， 現状では補助的な確認

調査が必要と考えられる。

国 葉いもち地域発生予測支撮システムと

今後の改良

これまでの検討によって， 微気象観測装置の地域別設

置と補助的な調査の併用によって， 葉いもちの地域別の

発生予察が可能であると考えられた。 これらの予察手法

をシステム化し，r葉いもち地域発生予測支援システム」

を構築した。 そのシステムの概要を図-3に示したが， 基

本的には前述の葉いもち発生予察手法を地域別に実施す

ることとなる。 このような形で， 秋田県では葉いもちの

地域発生予察を実施していくと考えているが， このシス

テムはあくまでも予察支援システムであり， 最終的な判

断は予察担当者が下すことになる。 したがって， 葉いも

ちに対する知識や経験が必要なことは従来と変わらな

い。 しかし， 地域的な予察を実施するための大きなデー

タとなり， 予察精度は格段に向上するものと思われる。

本システムは時期を主とした予測方法を採用してい

る。 そのため， 発病時期 (急増期 ) や防除時期について

は適切に予測できるが， どの程度の発病になるかは予察

担当者の判断に任されている。 発生量の予測においては

表-2 い も ち 病地域発生予測支援シス テ ム に よ る 感染好適 日 の検出精度 ( 1994)

地 域 名 腐 巣 町 能 代 市 秋 田 市 大 曲 市 平 鹿 町

検 討 期 間 6/10-7/6 6/9-7/12 6/7-7/9 6/22-25 6/lO-7/4 

7/1-7/5 

検 討 日 数 1)叫 26 33 33 8 25 

適 正 判 定 数制 23 29 31  7 24 

不 適 判 定 数別 3 4 2 l 

総 合 適 合 率') 88. 5 87.9 93 . 9  87 . 5  96 . 0  

1) 病斑増加調査の 接種目~確認で き た急増期の感染 ま での 聞で， シス テ ム が判定で き た回数
2)，3)シス テ ム の 判定 (感染好適 日 ・ 非好適 日 ) が正しかった 日 数， 誤ってい た 日 数
') =b )/a ) 

徴気象観測
県内8か所

t・ 入 ・1
r--' / .、\E

r・1 ト、・l
E λ・ \ ""'1 

図-3 い も ち 病地域発生予測シス テ ム の 概念図
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BLASTLというシステムが開発され(橋本ら，1984)， 

各地で検討がなされて実用段階に入りつつあるが， その

考え方を本システムにも導入し， 量的予測も可能なシス

テムに改変していく必要がある。 また， データの積 み重

ねによって予測基準の見直しを実施することで， 感染好

適日の判定精度がさらに向上すると考えられる。 さら

に， 微気象観測装置の各センサーの設置は水稲群落内の

草冠高と定めている(降雨，日照を除く )。 そのためイネ

の伸長に伴って各センサーの位置を調整しているが， 県

内 8 か所を実施するとなると， その管理だけでも容易で

はない。 今後， 畦畔またはイネ群落内での一定高での観

測方法の確立が必要である。

お わ り に

秋田県では， 微気象観測装置を核として地域発生予察

を実施しようとしているが， その対象とする地域を郡単

位に定めている。 発生予察を利用する現場ではさらに細

かい単位の予察を望んでいるが， それに答えることは現

段階では無理である。 実際には郡単位の地域発生予察情

報に， 地域の指導者である病害虫防除員等が， 現地の調

査結果や今までの防除状況を加味して， より地域に密着

した情報として農家に伝達することが最も望ましい姿で

あると考える。そのためにも， r発生予察地域活用技術確

立事業」で確立されたシステムの精度向上はもちろんで

あるが， 発生モニタリング手法確立で実施している技術

の活用が望まれる。
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O農蚕園芸局 (7月7日付 )
鶴崎一郎氏(横浜農林水産消費技術センタ一生糸検査部

兼農産課) は植物防疫課企画係長に
舟木康郎氏(植物防疫課 ) は経済局出向 (国際部貿易関

税課)
O農林水産省(7月7日付 )
鈴木信毅氏(農蚕園芸局農産課長 ) は大臣官房審議官兼

農蚕園芸局に
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中国四国農政局は， 下記へ移転し， 7月24日から業務を
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